
舎
内
雇
関
与
六
組
二
十
唱
岡
町
主
砲
暢
，

.aa喝
内
組
市
岡
一
M
開
『
園

-RHU

巷回十ニーさ事笥一Z震
fT 理ïIt日一一 F司←~&y--::;o句--t-且己ゴ=

租
税
の
目
的
ミ
賓
惜

?
と
ノ
且
の
枇
曾
的
一
意
識
形
態
叫
白

土
地
の
非
資
本
的
性
質
に
就
て

徳
川
時
代
の
農
民
温
故

経
清
感
純
一
川
公
(
命
的
精
耐
に
就
工

露
両
亜
の
産
業
組
合
出
動

に
い
川
労
賃
論
三
「
純
枚
入
」

日
支
通
商
航
海
保
約
改
正
日

開
庫
預
金
柑
庭
先
換
券
改
行
高
恥

武
士
階
級
の
窮
乏

家
族
統
計
概
論

海
運
治
刀
は
叫
の
提
供
刊
誌
原
四

琉
球
ご
鹿
長
役

教
授
山
町
山
市
岬
士

主

t
た
t
F
R
O
-

Z
&
T
I
F
f
-

tk 

j'1: 

リ、
，n~ 

情

技

川

世

相

掛

川

県

I

川
計
M
1

主

将

f

t
y
て

h
k
q
t
 

u
f
t
 M叩
訓
川
問
中
卜

摩

川

昭

博

in卜

羽
川

n
審
判
υ岡
町
づ

汰

技

法

市

博

士

同

教

授

払

削

巾

卜

叙
位
純
時
間
中
間
十

t
主

h
h
4
r
F
l

z
f
z
p
 

歌
批
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期
開
上
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鍛

再
伊
マ
ル
グ
ス
申
畦
合
的
意
識
形
態
に
つ
い
て

第
二
十
四
巻

論

第

腕

再
び
7

Y

ク
ス
の
枇
曾
的
意
識
形
態
に
つ
い
て

{
か
ね

τ稲
本
和
夫
氏
の
批
評
仁
答
ふ
)河

J二

壁

私
は
昨
年
一
月
後
行
の
本
誌
仁
『
7

Y

F

1
の
調
ゆ
る
枇
曾
的
意
識
形
帥
胞
に
つ
い
て
」
な
る
一
文
を
公
に
し
た

が
、
悲
に
重
ね
て
同
じ
問
題
を
取
扱
ふ
所
以
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
前
論
の
不
備
を
補
正

L
、
な
ほ
車
問
稿
に
制
到
す
志

綱
本
和
夫
氏
の
批
評
仁
答
ふ
る
唱
と
こ
ろ
め
ら
ん
が
た
め
で
あ
る
。

私
の
問
問
ご
す
る
ご
こ
ろ
は
、

7
v
p
ー
が
そ
の
唯
物
市
民
削
酬
の
会
式
の
開
頭
に
お
い
て
、
「
一
定
の
枇
曾
的
意
識

形
態
」

Z
言
っ
て
ゐ
る
の
は
、
何
を
指
す
が
さ
い
ふ
こ
芭
で
あ
る
。
庚
〈
知
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
に
、
そ
の
胃
耐
酬
の

一
句
は
次
の
如
〈
で
ゐ
る
。

「
人
類
は
、
彼
等
の
生
活
の
一
肱
曾
的
生
産
に
お
い
て
、

一i

定
の
、

必
然
的
の
、
彼
等
の
意
志
か
ら
濁
立
し
た
関
係

を
、
す
な
は
も
彼
等

ω物
質
的
生
産
力
り
一
定
の
俊
民
階
級
に
遁
臆
す
る
ご
こ
ろ
の
生
産
開
係
を
・
興
へ
ら
れ
た

も
の
ご
し
て
受
取
る
。
こ
れ
ら
生
産
関
係

ω総
和
は
、
そ
の
上
仁
一
の
法
律
的
お
よ
び
政
治
的
の

k
屠
建
築
が
立

つ
ど
こ
ろ
の
、
且
っ
そ
れ
に
は
一
定
の
枇
曾
的
意
識
形
態
が
遁
臆
す
る
ど
こ
ろ
の
、
現
買
の
土
豪
た
る
、
枇
曾
の

Kritik der pulitischcn Oekonomie. Vorworl， S.LV 1) 



総
務
的
構
造
を
形
成
す
る
」
o

張
に
謂
ふ
さ
こ
ろ
の
「
祉
曾
内
経
済
的
構
造
』
に
遜
臆
す
る
さ
こ
ろ
の
『
一
定
の

枇
掛
目
的
意
識
形
態
」
ご
は
何
か
?

そ
れ
が
私
の
主
た
る
問
題
で
あ
る
o

ぞ
れ
に
つ
い
て
、
割
払
は
嘗
て
次
の
如
〈
述
べ
h
H
O

「
私
の
見
る
己
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
枇
曾
的
意
識
形
態
の
配

r
v
vは
、
(
私
は
般
に
そ
の
町

uvmり
を
官
官
的
官
智

貯
貯
ご
名
づ
け
る
)
、
現
貨
の
土
牽
た
る
批
曾
の
腕
務
的
構
造
E
分
離
し
得
べ
か
ら

F
る
沌
絡
を
有
っ
。
そ
れ
は
土

肇
の
な
か
仁
織
ち
込
ま
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
土
盈
の
上
に
、
先
づ
法
作
的
お
よ
び
政
治
的
の
上
層
建
築
が
立
も
、
夏

に
そ
の
上
に
・
第
二
の
上
層
建
築
ご
し
て
|
|
従
つ

τ土
豪
か
ら
は
可
な
旬
懸
け
離
れ
た
察
中
に
l

|鰹
務
的
意

論
形
態
が
鐙
た
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
い
。
・
2

・
・
か
〈

τ犯
の
見
る
ご
こ
み
に
よ
れ
ば
、
現
貨
の
土
牽
た
る
枇
曾
の

経
済
的
構
造
の
研
究
は
、
協
同
山
川
口
、
枇
曾
的
意
識
形
態
の
配
ハ
ド

rrrγ
附
(
す
な
は

ι官
官
町
宮
献
V
昨
}
の
研

究
正
な
る
o

前
者
の
研
究
は
昨
い
り
後
者
の
研
究
で
あ
る
」
ω

だ
か
ら
、
「
私
の
見
る
ご
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
経
務
事
批

、T

判
」
お
よ
び
「
資
本
論
」
の
雨
書
正
も
、
或
る
意
味
に
お
い
て
は
全
然
‘
資
本
家
的
批
曾
の
経
梼
的
(
新
た
に
と
の
三

字
を
棚
と
意
識
形
態
の
研
究
か
ら
成
る
」
町
怠
は
ニ
れ
だ
り
の
ζ

t
を
明
か
じ
せ
ん
た
め
仁
、
前
掲
の
欝
稿
を
会
仁

し
た
の
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
に
は
た
ご
ひ
叙
越
や
説
明
や
理
解
や
の
不
十
分
な
貼
が
あ
っ
た
に
し

τも
、
大
健
の
考

白
慣
は
決
し
て
間
違
っ
て
は
ゐ
な
い
ご
、

A
T
も
猶
ほ
考
へ
て
ゐ
る
o

そ
こ
で
抜
に
は
、
醤
稿
で
逃
べ
た
の
ぜ
は
違

っ
た
方
面
か
ら
、
重
ね
て
岡
む
こ
ご
を
説
明
し
て
見
ゃ
う
芭
思
ふ
。

前

議

再
び
マ
ル
ク
ス
の
枇
脅
的
意
識
形
態
に
つ
い
て

第
二
十
四
巻

部

璃

= 
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前

議

再
び
マ
ル
ク
ス
の
庇
曾
的
意
識
形
態
に
つ
い
て

第
二
十
四
血
管

四

第

暁

四

一、
人
間
の
一
耽
曾
的
存
在
ご
意
識

7

p

p

ス
の
経
済
事
批
判
の
現
貨
の
出
凌
勅

2
2
室岡
rznrm
〉
E
m
g向
者
E
r仲
)
ピ
な
っ
て
ゐ
る
も
の
は
、

ふ
ま
で
も
な
〈

ι宮
内
B
H
Q
E
O
た
る
現
貨
の
一
枇
曾
、

1
1
こ
の
現
貨
の
枇
曾
し
つ
い
ー
で
の
庶
幅
削
お
よ
び
表
象
(
告
。

〉
E
n
r
E
E向
Zロ内田島。

〈

O
E
R
=
E
m
)
で
あ
る
。
そ
の
こ
ご
は
、
『
総
務
皐
批
判
序
説
」
に
-
お
い
て
守
山
F
F
ス
が

彼
れ
自
身
の
方
訟
を
説
明
せ
る
際
に
、

H
s
u
g
r
g
 R
R
E
A
P
E昨
日

(ι
自

同
s
r耳
目
巾
)
色
町
噌
司

ONEω
仏

2
N
Z
'

E
自
E
S
F吉岡・

ω一ω
問
自
己
Z
F
ロ目。
z
m
z
〉ロ切問白ロ
mω
日

ucurF
。『同
-
o
r
r
E
ι
2
4

老町

rznro
〉ロ
ωmhwロ間切目
UCDr円

ロロ
ιι
舎内『

E
n
r
ι
q
〉
届
岡
山
ロ
問
者
ロ
ロ
宮
内
凶
司
〉
5
0
F
E
g
m
E弘
己
日
〈
O
B
R一
-
ロ
ロ
間
百
円
(
忠
悦
に
お
い
て
は
・

具
慨
物
は
、
総
括
の
過
科

E
L
て

結
果
ご
し
て
現
は
れ
、
出
俊
貼

E
L
て
現
は
れ
は

L
な
レ
、
尤
も
具
慢
物
は
、

現
貨
の
出
後
勅
で
あ
h
、
仰
い
っ
て
ま
た
直
腕
ぜ
表
象
ご
の
由
主
制
で
は
あ
る
が
山
古
い
へ
る
こ
さ
、
或
は
ま
た
、

思
惟
t
お
い
て
再
生
産
せ
ら
る
、
具
他
物
を
己
目
。

〈

R
R
F
m
-
E口
四

国
内
町
民
需
ロ
(
直
翻
お
よ
び
表
象
を
概
念
に
遺
-bJ

直
ほ
し
た
も
の
)

〉ロ
ωnEEhロロ問

ロロ且

〈

OER--ロ
ロ
間
宮

〈。
ロ

ぜい
I

へ
る
こ
ど
、

そ
の
他
、
彼
れ
の
方
法
会
館

の
上
か
ら
、
疑
ふ
の
徐
地
は
な
い
。
そ
れ
は

E
仁
一
刷
本
和
夫
氏
が
、

日
本
に
お
い
て
は
始
め
て
、
「
下
陶
運
動
H
上

向
蓮
動
」
な
る
言
葉
に
よ
り
、
し
き
・
り
に
カ
設
吉
れ
た

z-ろ
で
あ
・
9
可
私
自
身
は
氏
の
期
か
る
読
明
に
よ
っ

τ

啓
監
官
苫
れ
た
芭
こ
ろ
が
少
〈
な
い
。
し
か
る
に
、

マ
ル

hyz
の
方
法
論
の
新
か
る
把
握
か
ら
必
然
に
生
す
る
論
結 ι、

Kritik， Einleitung， S.XXXVI. 
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が
-
|
|
私
に
は
き
う
恩
は
れ
る
も
の
が
、

1
1不
思
議
に
も
踊
本
氏
に
よ
っ
て
甚
し
〈
排
撃
吉
れ
る
。
そ
ニ
に

氏
の
根
本
的
誤
謬
が
存
す
る
か
、

ぞ
れ
ご
も
私
自
身
の
根
本
的
無
抑
制
肝
が
桜
花
は
る
か
、
私
は
順
次
そ
の
鮎
を
明

確
に
す
る
こ
ご
に
努
力
す
る
で
あ
ら
う
。

す
で
仁
述
べ
た
ゃ
う
仁
、

マむ
F
F
A
「い

Z
つ

τ
其
の
鰹
務
事
批
判
的
現
賞
の
出
費
貼

(ι
再
三
井
-rro
〉
5
a

同白日間切町
E
r門
)
芭
な
れ
る
も
の
は
、
表
象
さ
れ
た
丘
一
睡
物
(
且
B

S
同m
B円。
--R
剛
山

S
E
O
H乙
で
あ
り
、
会
慢
に
つ
い
γ

て
の
一
の
混
沌
た
る
表
象

(orMmnrE民
R
Z
〈
O
B
E一
ロ
ロ
向
。
古
由
。
自
NO乙
で
あ
る
。
こ
の
混
沌
た
る
表
象
、

ぞ
れ
が

5

2
宮
内
ロ
R
E
E
r
r
な
意
識
(
す
な
は
も
常
識

O同
色
ロ
身
内
〈
0
2
R
=
E
m
)
で
あ

h
、
そ
れ
は
ま
た
、
そ
の

ま
¥
常
識
経
糖
準

l
l俗
流
経
済
出
品
干
に
お
け
る
意
識
形
態
で
も
あ
る
。

マ
戸
ク
Z

自
身
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
色
。

与
問
丘
HO闘の
F
S
E
E
M《

凶

ωoF出問。
m
E悶
q
〈
O
吋切件。ニロロ向。門戸

内
凶

O『
FE--向。門戸山
nFmロ
司
同
O仏ロ
rzoロ切
mwmmロ円。ロ

e. g: 
" " E : 
が川唱
、 ロ

1!i. g 

25 
" " 
<! :当。。
同円
切
~ .， 
n C 

-切

ロ 匂ゴ
ロi':.
g司目。ロ
ロ~
ιE  
n 而
吋円

5・ E
FT1 

~ ~ 
己 a.
円切

Vn ~ 
肩 fl
ロー 戸

自 E
" ω 

" :E 
uq 
命

名
戸
『
門
田a

1]， 
円

" ロ

N 

" 
同

M
寸

orrwl

吋『。
ι己
主
。
ロ
ω40円
FPEEuuoロ『の同町口問。ロ
E

仏
o
r
Eロ山町

Nロ
〈
司
会
》
口
自
己
ωnr色
、
目
白
百
Z
B
"
E
2
2
2
5
ι
H 

Z 

制戸市。-。.

島
田
日

]
M
H
O円
四
戸

rtoロ

g
〉
問
。
ロ
可
ロ

町
内
野
町
内
日
ロ
"
炉
、
俗
流
経
済
事
の
仕
事
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
古
巣
hJ
、マ

WF
ク
旦
の
経
憐
曲
中
批
判
は
、
色
。

J
F
E
r
E
T

ロ
問
問

sp
〉
E
n
r
E
E問
ロ
ロ
仏

〈
O
B
E
-
Eロ
問
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
ど
こ
に
異
同
が
ゐ
る
か
?

先
-:> 

J
~

。7

民
在
日
間
そ
の
も
の
を
奥
へ
ら
れ
た
る
材
料
ご
す
る
黙
に
お
い
γ

て
は
、
二
者
の
聞
に
何
等
の
相
違
も
な
い
。

五

第

載

五

論

讃

再
刊
ザ
マ
ル
ク
ス
申
枇
合
的
意
識
形
麗
に
つ
い
て

第
二
十
四
巻

司。
ロ

Kapital， I. (カウヅキー版)， 5，45・
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aト

-i  

論

摺

再
び
マ
ル
ク
ス
四
位
脅
的
意
識
形
麗
に
つ
い
て

第
二
十
四
巻

宍

第

腕

六

ぞ
れ
ら
の

O
E
S伊
日
〈
。
百
件
。

=
5問
は
、
事
物
の
現
象
形
肢
の
庇
慢
の
生
産
物
で
ゐ
h
，、

き
う
し
て
共
れ
は
し
ば

ー
、
、
事
物
の
本
質
を
逆
に
表
現
し
て
ゐ
る
が
ゆ
へ
に
、
そ
れ
ら
の
ぐ

O
B
E一5
問
を
国
内
阿
見
吟
に

2
E号
島
自

L
、

な
柏
、
事
物
の
を
B
E
が
斯
か
る
逆
な
同
2
0
F
E
ロロロ町一
ω
を
自
に
お
い
て
現
は
れ
る
か
を
、
す
ぺ
て
の
〈
0
5
5巳』

ロ
ロ
問
自
に
お
い
て
説
明
す
る
こ

E
が
、
異
に
科
準
的
な
方
法
で
あ
り
、
や
が
て

7
F
F
1
の
経
済
事
批
判
の
方
法

で
あ
ふ
リ
、

そ
こ
に
俗
流
経
務
事
正
?
b
y

ク
4
A
m
松
憐
思

T
Z
の
本
質
的
差
異
JV
横
た
は
る
の
で
あ
る
。
に
か
ら
、

『司F

}V  

ク
λ

自
身
・
0

・
釦
]
}
向
者
自
自
円
吉
伸
可
-
昨

m
g
Z『出
E
民
間
、
現
何
回
口

ι町
内
向
EnFEEDmω
同町周囲

E
E
巳
日
当
日
自
己
巾
『

ロ
宮
向
。

E
自由
R
O
F
R
E
E
S
E
E
E
g
(
も
し
事
物
の
本
質
ピ
現
象
形
態
さ
い
か
直
接
に
一
致
し
て
ゐ
る
な
ら
ば
、

す
ぺ
て
の
科
卒
は
軸
貨
物
で
あ
ら
う
て
ど
言
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

』
の
闘
係
を
さ
へ
明
白
に
し
て
ゐ
る
な
ら
ば
‘

7

b

F

グ
ー
の
経
済
皐
批
判
が
資
本
一
家
枇
曾
の
意
識
形
態
の
批
判

で
あ
る
ご
い
ふ
こ

Z
は
、
殆
ど
一
の
同
義
反
憶
に
等
し
い
の
で
あ
る
o
n
7
b
易
〈
言
へ
ば
、
そ
れ
陥
常
識
に
割
す

る
一
の
科
率
的
批
判
に
外
な
ら
な
い
。
も
つ
己
も
、
そ
の
常
識
、
そ
の
意
識
形
態
|
1
7
p
h
y
R
の
鵡
ふ
ぜ
こ
ろ

の

2
a忠
円
。
〈

oar-zn問
ま
た
は
出
仕
門
間
2
S
E
R
-一E
m
-
-は
・
決

L
て
荏
に
成
立

L
τ
ゐ
る
の
で
は
な
い
。

ぞ
れ
は
必
中
そ
の

ι日
耳
色
。
貯
昌
一
日
ご
し
て
の

H
J
。
E
E。
E
Z吾
巴
仲
間
E
R
に
内
三
号
百
円
『
何
回
し
て
成
立
し
て
ゐ

る
。
だ
か
ら
資
本
家
枇
曾
に
成
立
す
る
経
済
的
意
識
形
態
の
科
事
的
考
察
は
・
す
な
は
も
資
本
家
枇
曾
に
お
り
る

諸
生
産
閥
係
の
解
剖
E
な
ら

F
る
を
得
肉
の
で
あ
る
。
今

7
Y
F
A
の
見
る

E
ζ
ろ
に
よ
れ
ば
、

』
れ
ら
資
本
家



枇
曾
に
お
け
晶
椅
住
麗
閥
係
の

EHvnza
な

回

S
S
H
は
、
商
品
の
交
換
閥
係
で
あ
る
。
を
れ
咽
へ
、
資
本
論

は
、
国
内
問
ユ
司
に
耳
目
号
各
自
き
れ
忙
商
品
ー
ー
す
な
は
丸
商
品
交
換
の
巧

2
2
1
1
(そ
の

を

2
2
は

影

当、白
E
E
切H
E
R
E
O
F
-
ま
た
は

E
円
。
E
E
E問。

品
。
自
ぎ
h
q
E
E
S
E
E
n
F

目

E

E
国内

2
5

世
間
P
E
N
O
E

の
E
且

R
Dす
な
は
も
〉
ロ
ト
E
C
m
h
F
4
0ロ
〉
Z
E
S
-
B
E
M
巴
ω
〉
2
己
守
山
]
自
陣
E

で
あ
る
)
を
以

τ、
そ
の
〉
ロ
伊
国
同

ご
す
る
っ
こ
の
〉
ロ
p
p
m
た
る

明
。
円
日
す
な
は
も
巴
向
日
向
ロ
官
民
O
司
自
は
、
M
P
P
A
F弓

H
可
一
一
回
当
で
あ
る
o

き
う
し
て
、

マ
y

h

y

A

H
仏
、
商
品
E
商
品

t
の
(
従
っ
て
ま
た
商
品
所
有
者
ご
商
品
所
有

I
Z
ω
)か
、
名
関
係
の
構
成
分
を
分

析
す
る
こ
正
に
よ
っ
て
、
不
可
分
的
に
聯
絡
品
晶
、
さ
こ
ろ
ゆ
四
例
の
矛
府
川
智
認
識
し
、
そ
こ
に
「
現
代
枇
舎
の
す

ぐ
ド

V
矛
盾
(
即
ち
す
〈

τの
矛
盾
の
服
輔
)
を
後
見
し
た
」
り
で
あ
り
、
従
っ
て
ま
た
そ
こ
に
、
現
代
枇
舎
に
か

け
る
常
識
記
事
物
の
本
質
芭
の
問
に
お
け
る
矛
盾
の
版
純
を
稜
見
し
た
の
で
あ
る
。
に
か
ら
マ

b
y

ク
見
の
経
済
事

批
判
は
、
資
本
家
枇
曾
仁
お
け
る
生
産
関
係
の
伽
剖
で
あ
る
ご
昨
昨

γ
、
か
、
る
生
産
関
係
の
も
芭
に
お
い
て
は

如
何
に

Lτ
事
物
の
本
質
を
顛
倒
せ
る
常
識
|
|
意
識
形
態
ー
ー
が
成
立
す
る
か
の
必
然
性
の
究
明
で
あ
る
。

う
し
て
‘
そ
の
究
明

ω結
果
に
よ
れ
ば
、
出
向
島
口
町
会
片
品
目

F
4
2
F官民ロ

印
。
一
回
司

弘
司
冨
g
m
n
r
o
p
《
由
民
間
『
司

君
ロ
品
巾
『
ロ
ロ
呂
町
内
r
O
F
-
-
F同開
mmm口
ω口『
ωhgnげ
-
g
m
E
P
白

E

B
同
国
内
訴
さ
ω伺
同
協
宮
『

az司
自
町
ご
い
ふ
こ
ご
が
.

疑

ム
4

か
ら
42
る
命
腿
ご
な
る
。
経
一
瞬
上
に
お
け
る
様
々
の
常
識
、
経
済
的
意
酬
の
諸
形
態
、
二
れ
ら
の
宮
区
内
色
町

冨
巴
m止の
]
-
o
，
に
外
な
ら
m
H
Z
い
ふ
ニ
吉
が
、
白
日

は、

ι田
町
田
昌
目
切
れ
FOHHr。日V
H
1

ロ日間
2
2
N同
町
ロ
ロ
且
口

u
q百円
N官

第

務

七

諭

讃

再
び
マ
ル
ク
ス
の
枇
曾
的
意
調
形
態
に
つ
い
て

部
二
十
四
巻

七

-:;.. 
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iil 

震

再
刊
日
マ
ル
ク
ス
四
社
舎
的
宜
職
形
態
に
つ
い
て

第
二
十
四
巻

F、

第

貌

A 

の
も
ご
に
暴
露
き
れ
る
。

き
う
し
て
そ
れ
は
、
皐
一
党
す
る
に
↓
一
定
の
枇
曾
的
意
識
形
態
」
?
」
の
場
合
は
・
一
定
の
経
済
的
意
識
形
態
)
が
、

レ
つ
で
も
『
現
貨
の
土
官
賞
作
品
る
・
枇
曾
の
経
済
的
構
造
」
に

gzh】
再
会
合
口
し
て
成
立
し
て
ゐ
る
よ
ご
の
、
論
詮

に
外
な
ら
同
o
H
い
か
ら
マ
ル
ク
ス
は
い
ふ
、
「
勢
働
生
産
物
を
商
品
仁
刻
印
づ
り
る
ご
ニ
ろ
の
、
従
っ
て
商
品
流
通

に
前
提
き
れ
て
ゐ
る
ど
こ
ろ
の
、
詩
形
態
」
、
例
へ
ば
商
品
形
態
、
貨
幣
形
態
等
、
「
こ
の
稽
の
諸
形
態
は
、
正
に

品
目
。
閃
釦
同
点
。
ュ
g
ι
R
F
E
q
E
n
F
2
0
0
r
o
E自
貯
を
形
成
す
る
。
そ
れ
は
、
商
品
生
産
ぜ
い
ふ
此
の
歴
史
的
に
親

定
さ
れ
た
祉
曾
的
生
産
方
法
の
生
産
諸
閥
係
に
劃
す
る

r
s
m
u
g
g
(山
肌
曾

w
r
f肘
昌
一
也
、
す
な
は
も
富
町
川
問

r思
惟
形
態
)

町内
mwn=ωnE胸
骨
ロ

nr

で
ゐ

之。〉官g

ぜ}
t;... Q"'. 
o aq 。

輩、

? 

，レ

タ
二弐

カタ

旦
旬
。
。
町
}mr民〈。

。
日
古
田
a

『
耐
合
的

に
受
賞
な
・
す
な
は
も
客
観
的
な
思
惟
形
態
」

ご
い
へ
る
ご
こ
ろ
の
経
糖
的
意
識
形
態
が
、

ざ
り
も
直
吉
中
、
惟

物
史
翻
の
会
式
に
お
い
て
、
生
産
諸
閲
係
の
総
和
た
る
枇
舎
の
日
号

回如何
L

切

に

何
回
宮

]MHRFg
す
る

E
こ
ろ
の

『
自
民
自
自
庁
間
go--ωnE岳山
n
r
o
p
E凶器
m
-
E
F
E
E
Z
い
へ
る
も
の
、
適
例
で
あ
る
。

切

E
宮内}百

E
g
]。
向
山
内
に
は
、

こ
の
経
済
的
意
識
形
態
に
つ
い
て
、
真
に
明
瞭
仁
、
究
の
如
〈
記
述
さ
れ
て
あ

る
。
『
翻
念
の
、
表
象
の
意
識
の
生
産
は

E
E
E
n
z
E
E
X
Z
5
2
 〈
内
吋
図
。
の
『
件
。
ロ

色。

自
民

EMO--o

4

「常一四戸内乱円

E
ι
ι
g
日
且
内
乱
巳

]EM
〈
司
宮
町
内
凶
耳
冨

E
R
E
S
-
印目

u
E
n
E
o
ι
2
三
円

E
r
r
g
F
A『内ロ
ω
(先
づ
人
聞

の
物
質
的
行
縛

t
物
質
的
交
通
Z
の
う
ち
に
、
現
貫
生
活
の
言
葉
の
う
も
に
、
官
官
U
昨
ド
山
地

γいい
?
v
r
)。
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〉
百
司
ロ

M
m
H
F司
E
E
U
R
H山

内

--op

〈
m号制

-Eω{こ
、
で
は

γ
r彼
等
の
物
質
的
行
動
の
官
官
げ
山
田
町

W
Zし
τ現
は
れ
る
)
引
私
が
昨
年
の
正
月
、

人
聞
の
表
象
、

思
'Ilt 

精
紳
的
交
通
は

内
『

ω
n
F何
回
回
。
ロ

E
弓
ロ
自
F
，
w-u

ハ
同
H
円
m
u
r
-
h
m
w同

前
掲
の
ま山
車両

毛 主ヨ

(1， ~、

H て

支援
合函
九品 ゴ早

jp ~t& 
い j~

t手:態
ε4、lま
記~市

生、現
れ、 1f
て、の
ゐ、土
る、 差是
E言 1l
』る

言刑，
つ A

t~ 史

時並
私併
は 的

禁童
家 ピ
の分
冷商m
笑 L
~得
買ぺ
う カ3

t~ι 
にぎ

過 る

漣
絡
を
有
っ
、

そ
の
後
口
2同

R
r
o
z
o
o
-
o
m
w
が
始
め

τ世
に
会
に
さ
れ
た
時
、
私
は
そ
こ
に
、
私
の
使
っ
た

ぎ
な
か
っ
た
が
、

を
後
回
国
し

て
、
み
づ
か
ら
微
笑
'f
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
籍
上
の
意
識
形
態

1
1そ
れ
は
エ
ク
旦
が
他
的
場
所
工
日
目
。
，

「
織
h
，
込
ま
れ

τゐ
る
」

Z
い
ふ
の
吉
岡
じ
ゃ
う
な
意
味
の
言
葉

E
E
B
E
E
r
R
S邑
O
O
Z
E
Z
-

5
田
仲
間

Z
E
r
2
5
2
E
E号

Z
言
っ
て
ゐ
る
も
の
ー
ー
は
、
人
間
の
物
質
的
行
潟
に
う
も
に
「
庶
接
に

織
り
込
ま
れ
て
」
居
り
、
そ
の
「
直
接
の
流
出
物
ご
し
て
現
は
れ
る
」

o
rか
ら
、
人
間
が
彼
等
の
生
活
の
祉
曾

的
生
産
を
錦
す
化
め
に
生
十
る
生
産
諸
聞
係
の
究
明
は
、
同
時
仁
、
そ
れ
ら
の
生
産
諸
開
係
に
越
廊

τる
経
務
的

意
識
形
態
の
究
明
で
め
る
。
す
な
は
も
「
郡
精
問
中
批
判
お
よ
び
資
本
論
の
雨
書
芭
も
、
或
る
意
味
に
お
い
て
は
会

然
、
資
本
家
的
批
曾
の
経
済
的
意
識
形
態
の
研
究
か
ら
成
る
』
の
で
あ
る
。
か
、
主
意
識
が
現
質
の
生
産
関
係

(
す
な
仏
も
人
間
の
融
合
的
存
在
)

じ
よ
っ
て
生
産
事
れ

τゐ
る
E
ν

ふ司』
Z
、
か
、
る
意
識
が
判

ur
『
人
聞
の

頭
臓
の
な
か
へ
移
植
さ
れ
郁
評
事
れ
た
己
目
宮
与

20=。
の
ほ
か
何
物
で
も
な

ν
」
ご
い
ふ
こ
ご
、
そ
こ
に
マ
W

F
Z
の
経
済
皐
批
判
の
唯
物
論
的
特
徴
が
あ
る
。

論

設

再
刊
日
マ
ル
ク
ス
の
一
位
曾
的
意
論
形
態
に
つ
い
て

第
二
十
四
巻

九

第

現

:Jr. 
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司首

事

再
び
マ
ル
ク
ス
の
祉
曾
的
意
融
形
態
に
つ
い
て

第
二
十
四
巻

。

惨

焼

C 

私
は
以
上
の
詑
明
日
炉
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
こ

F
V」
自
ら
知
つ

τゐ
る
。
{
な
世
な
ら
、
そ
れ
を
十
分
に
説
明

す
る
た
め
に
は
、
吾
々
は
資
本
論
に
お
り
る
例
々
の
具
鱒
的
内
容
に
立
も
入
ら
な
ね
ば
な
ら
叫
が
、
ぞ
れ
は
斯
か

る
一
小
論
文
の
範
囲
に
お
い
て
到
底
な

L
得
F
S
こ
ピ
で
あ
る
か
ら
)
0

ま
た
悲
の
表
現
や
理
解
に
も
術
ほ
不
十

分
な
貼
が
あ
る
で
あ
ら
う
こ
E
を
虞
れ
る
o

だ
が
、
荷
〈
も
資
本
論
の
具
傑
的
な
内
容
に
親
め
る
も
の
は
、
私
が

何
を
言
は
ん

E
L
て
ゐ
る
か
を
、
私
の
不
十
分
な
る
表
現
か
ら
看
取
せ
ら
る
、
で
あ
ら
う
ご
信
守
る
。

一一、
幅
本
和
夫
氏
の
批
評
に
答
ム

ご
こ
ろ
が
、
私
の
-
』
の
意
見
は
・
一
蹴
本
和
夫
氏
に
よ
っ
て
、

い
た
〈
排
斥
さ
れ
た
。
氏
は
昨
年
(
大
正
十
五
年

三
月
の
「
マ
戸
ク
旦
主
義
』
に
公
に
き
れ
た
「
河
上
博
士
最
近
の
焚
展
」
な
る
論
文
(
今
は
氏
の
論
文
集
「
唯
物

-
史
観
正
中
間
減
由
民
税
一
』
の
う
も
に
牧
む
)

に
お
い
1

て
先
づ
こ
れ
を
非
難

L
、
次

ν
で
六
月
に
は
J
「
経
済
事
批
判
の

方
捨
論
』
の
一
番
を
著
は
し
、
そ
の
第
二
須
の
三
を
「
資
本
論
の
構
成
並
に
範
囲
に
つ
い
u
て
河
上
博
士
に
答
ふ
」

芭
題
し
、
重
ね
て
こ
れ
を
排
撃
き
れ
た
。

私
は
、
氏
が
、
私
の
雨
三
年
前
ま
で
に
会
に
し
た
奮
稿
に
制
到
し
、
加
へ
ら
れ
来
っ
た
幾
多
の
非
難
を
・
大
慢
に

-
お
い
て
是
認
す
る
ピ
同
時
に
、
私
は
氏
の
批
評
に
よ
っ

τ蒙
を
啓
き
得
た
こ
ご
の
少
か
ら
f
c

る
こ

ze伊
】
、
氏
に
戚

謝
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
ご
ひ
氏
の
積
極
的
な
意
見
に
は
往
々
に
丸
て
賛
成
し
粂
ね
る
貼
が
あ
る
正
し

τ色
、
氏



" 

が
そ
の
批
判
の
掛
象
ご
さ
れ
た
な
の
奮
稿
そ
の
も
の
仁
甚
し
い
謬
見
が
包
減
き
れ
て
ゐ
花
こ
百
は
、
私
自
身
現
仁

認
め
て
ゐ
る
Z
こ
ろ
で
あ
り
、
私
は
機
を
見

τ是
の
杢
部
に
つ
き
自
己
清
算
を
し
ゃ
う
Z
思
っ

τゐ
る
ご
喧
』
ん
で

あ
る
。
だ
が
、
昨
年
一
月
以
来
会
に
し
記
一
二
の
一
知
篇
に
劉
し
、
依
芯
ご
し
て
氏

ω加
へ
ら
れ
つ
、
あ
る
非
難
仁

は
、
私
は
ま
に
承
服
す
る
こ
さ
が
出
来
な
い
。
む

L
-の
私
は
割
払
t
T
非
難
せ
ら
る
、
氏
の
見
解
の
う
ち
仁
、
或
る
重

大
な
る
誤
謬

ω伏
在
す
る
こ
さ
を
認
め
る
o
嘗
耐
の
問
題
に
つ
い
て
も
古
う
で
あ
る
。
以
下
抵
は
氏
の
非
難
に
答

ふ
る
正
同
時
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
前
仁
言
ひ
足
。
な
か
っ
h
h

勲
を
補
っ
て
行
〈
で
あ
ら
う
。

先
づ
第
一
の
論
文
「
河
上
博
士
最
近
の
後
胤
』
を
見
る
に
、
氏
は
次

ω如
〈
言
っ
て
ゐ
ら
れ
る
。

前

書聖

再
び
マ
ル
ク
ス
の
一
位
合
的
意
識
形
麗
に
づ
い
て

第
ニ
十
四
巻

第

悦

『
今
、
同
士
の
右
の
論
文
(
昨
年
一
月
略
行
刊
本
桔
に
掲
略
せ
し
も
の
)
の
内
包
す
る
芭
こ
ろ
の
問
題
は
、
こ
れ
を
二
段
に

分
っ
て
考
へ
る
-
】
芭
が
で
き
る
や
う
に
見
え
る
。

「
こ
、
で
博
士
は
「
州
合
的
意
識
形
態
」
仁
刻
し
、
新
に
な
る
文
義
的
附
稗
を
試
み
る
こ
正
に
よ
っ

t
、
所
謂
一
枇

併
の
構
成
H
並
に
捷
草
の
過
程
に
閉
す
る
新
た
な
る
見
解
に
到
達
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
ニ
れ
が
第

A

段
の
問
題
で

ゐ
る
。

「
そ
し

τ博
士
は
、
こ
の
新
記
な
る
見
解
を
以
て
、
直
も
仁
、
資
本
論
の
構
成
、
範
囲
に
閲
す
る
私
見
の
駁
撃
に

人
川
は
れ

τゐ
る
。

一
回
れ
が
第

一
の
問
題
で
あ
る
。

「
こ
の
第
一
一
段
の
問
題
に
つ
い
工
の
博
士
的
駁
論
は
、
悲
見
に
よ
れ
ば
、
結
局
.
ま
一
』
正
に
鹿
構
Z
誤
謬
の
混
靖



論

叢

第
二
十
阿
轡

第

競

再
刊
げ
マ
ル
ク
ス
申
枇
令
的
意
識
形
盟
に
つ
い
て

以
外

ω何
物
で
ち
な
い
。
な
は
混
〈
こ
の
結
を
ば
、
拙
稿
「
極
構
相
率
批
削
刊
の
方
法
論
』
に
於
て
詳
細
仁
論
評
し
答

こ
、
で
は
暫
く
、
第
一
段
の
問
題
を
の
み
問
題
古
す
る
に
止
め
る
で
あ
ら
う
」
。

締
す
る
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
、

モ
こ
で
問
題
は
ニ
つ
に
分
れ
る
や
う
に
見
え
る
が
、
議
仁
は
氏
の
第
一
論
文
を
吟
味
す
る
に
止
め
る
で
あ
ら

-
q
J

。氏
は
先
づ
い
ふ
、
「
花
蓮
は
、
博
士
の
二
の
最
近
の
殺
展
(
?
)
を
過
し
て
、
突
の
こ
ご
が
ら
を
確
認
せ
す
に
は
ゐ

ら
れ
な
い
。
第
一
に
|
|
博
士
山
り
出
俊
勃
は
必
然

t
し
て
.
博
士
り
所
謂
略
物
史
削
倒
的
公
式
で
あ
り
、
従
っ
て
ま

(
公
式
の
)
文
義
的
解
耕
で
め
る
。
第
二
に
1
1
4
永
〈
御
念
論
古
史
的
唯
物
論

花
、
そ
の
論
究
法
は
依
然
ご
し
て

正
の
附
に
初
復
せ
ら
れ
た
る
博
士
、
今
や
完
全
に
、
経
験
批
判
論
者
ご
し
て
所
前
「
哲
率
上
の
中
間
諜
波
」
を
形

成
せ
ら
志
、
に
至
っ
た
。
第
三
に
|
|
怖
士
の
日
和
見
主
義
、
プ
チ

H
プ
戸
ヂ
ヨ
ア
的
傾
向
は
、
博
士
が
、

A
T
や

こ
、
に
.
無
産
者
階
級
よ
り
プ
ロ
レ
タ

y
ア
経
務
皐
の
根
祇
一
昔
抹
殺
し
去
ら
る
、
こ
ご
に
よ
っ
て
成
就
せ
ら
る
、

仁
至
っ
た
」
。

忍
は
次
に
、
氏
が
磁
認
せ
歩
に
は
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
右
の
三
駄
を
、
順
次
吟
味
す
る
で
あ

ιぅ。

第
一
の
貼
に
閲
す
る
氏
の
記
述
は
棒
め
て
簡
阜
で
ゐ
る
。
氏
は
先
づ
私

ω論
文
hr
ら
、
『
私
が
今
こ
の
論
文
に
お

「
枇
曾
的
意
識
形
態
」

Z
は
何
で

い
て
主
た
品
問
題
ご
せ
ん
ど
す
る
芭
こ
ろ
は
、
以
上
の
一
句
仁
い
ふ
正
午
ろ
の

『噛物史概と中間成虫駆]136頁
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あ
る
か
芭
レ
ふ
賠
に
あ
る
』
ご
の
一
句
を
引
用
し
て
、
「
こ
れ
が
博
士
の
新
た
な
る
枇
曾
構
成
論
の
出
竣
駄
で
あ

る
」
吉
号
一
同
は
れ

τゐ
る
。

た
に
そ
れ

rり
で
あ
る
。

次
に
氏
は
や
は

h
志
の
論
文
か
ら
、
「
問
題
は
、

会
式
の
前
に

出
て
ゐ
る
「
赴
合
的
意
識
形
態
」
吉
、

司
々
の
後
に
出
て
ゐ
る

「
観
念
的
形
態
」

さ
の
関
係
如
何
言
い
ふ
貼
仁
横
た
は

る
』
芭
の
一
句
を
引
用
し
て
、
「
こ
れ
が
博
士
の
新
た
な
る
枇
合
鍾
革
論
の
山
肱
明
細
で
あ
る
」
三
面
は
れ
て
ゐ
る
o

た
だ
そ
れ
ピ
け
で
あ
る
。

き
う
し

τ共
の
次
ぎ
に
、
「
H

公
式
化
論
者
の
解
明
作
法
の
中
心
は
必
然
に
所
市
文
義
的
解
蒋

で
あ
る
』
ご
言
つ

τ、
真
に
私
の
文
章
の
一
節
ef
引
用
し
、

か
〈
て
「
所
前
唯
物
史
加
の
民
公
式
化
、
日
公
式
の
文
義

的
解
秤
の
説
謬
じ
っ
ハ
ー
で
は
、
私
の
強
(
排
斥
す
る
所
で
あ
り
、
他
の
機
曾
に
お
い

τ併
に
屡
々
論
究
し
た
所
で

こ
、
に
は
立
入
ら
な
い
で
お
〈
」
ご
い
ふ
結
認
を
以
て
、

あ
る
か
ら
、

こ
の
第
一
段
を
鯵
へ

τ屑
ら
れ
る
。

第
一
段
は
た
だ
そ
れ
に
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
私
は
多
〈
言
ふ
の
必
要
を
認
め
な
い
。

7

F

ク
ス
の
喰
物

奥
削
慨
を
た
に
会
式
の
文
義
的
解
耕
の
み
か
ら
理
解
し
ゃ
う
芭
す
る
こ
ご
は
、
も
ち
ろ
ん
誤
謬
で
ゐ
る
に
相
違
な
い
。

化
が
、
そ
れ
炉
吉
言
っ
て
、
公
式
の
戎
る
文
句
の
文
義
的
解
粋
を
し
て
な
ら
ぬ
ご
い
ふ
こ
芭
は
な
い
。
殊
に
意
識

形
態
に
関
す
る
マ
ル
ク
ス
の
見
解
を
精
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
彼
れ
の
用
ひ
た
術
請
の
意
義
を
明
か
に
す
る

ニ
ご
が
肝
要
で
あ
る
O

ぞ
れ
は
コ
ル
V

ュ
が

N
R
P
2
2僚
の
『
自
宅
山
内
庁
円

Z
E
E
-ロロ問

ι
2
d
i長
ロ
ロ
『
自
問
。
ロ
'

ω
B
E
N
E
Z
E量一
ωnr
自
問
昨
日

z
r
p
n
E
Eロロ官

p
p
E
p
g
m
E
m
f】

mmロ
ヨ
ュ
LHnrES

2
P
E
R
-
r
r
z
ヨ一ロつ

τゐ
る
通
り
で

凶一口

LN弓札口
rω汁ぬ山口問問
0
4
C
2
ミ目。問何回同【同庁円白山口。
-o四日切口
F
O

明
日
gR]]ロロ
m
E
d

諭

業

再
H
V

マ
ル
ク
ス
の
祉
令
的
窟
識
形
態
に
つ
い
て

第
二
十
四
巻

節

税
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一
不
さ
れ

τゐ
な
い
の
ど
か
ら
、
議
論
的
し
ゃ
う
も
な
い
。
私
は
出
。
司

H
I
E
a
F
Oロ
『
0
4
匂止
ω
昨
日

L
ロ
品
。
自

。円。
ω

f市

議

市
叶
び
マ
ル
ク
ス

m
祉
骨
的
意
識
M
m
麗
に
ヲ
い
で

第
二
十
四
巻

四

第

挽

四

古
う
し
て
な
が
先
き
の
論
文
に
お
い
て
主
た
る
問
題
ご
し
た
の
は
、
祉
曾
的
意
識
形
態
古
い
ふ
術
語
の

確
定
で
あ
る
o

そ
札
は
踊
本
氏
が
引
川
せ
ら
れ
た
捌
稿
中
り
一
匂

1
l
「
私
が
今
こ
の
論
文
に
お
い
て
主
化
る
閑

ゐ
る
。

題
ご
せ
ん
ご
す
る
ぜ
こ
ん
は
、

以
上
り
一
旬
濯
物
史
腕
の
公
式
巾
の
一
句
)
に
い
ふ
正
こ
ろ
の
「
枇
曾
的
意
識
形
態
」

E

は
何
で
ゐ
る
か
・

ぜ
い
ふ
貼
に
あ
る
」

l
去
、
明
示
し
て
ゐ
る
辺
り
で
あ
る
o

そ
れ
が
私
の
問
題

Z
Lた
ど
ζ

ろ
な
の
だ
o

し
か
る
仁
、
氏
は
、
こ
の
一
旬
を
引
用

L
て
、
「
-
』
れ
が
博
士
の
新
た
な
る
枇
曾
構
成
論
の
出
品
暗
黙
で

あ
る
」

E
言
は
れ
る
o

何
故
か
、
る
問
題
を
提
出
し
た
こ
ご
が
、
私
り
新
た
な
る
枇
曾
構
成
諭
の
出
後
黙
に
な
る

の
か
?
・

氏
は
何
放
さ
う
「
儲
認
せ
宇
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
』
の
か
?

た
だ
断
定
し
た
に
け
で
、
何
等
の
理
由
も

『

o
E口
司
官
同
正
い
ふ
7

F

ク
ス
の
何
ι
官
邸
ひ
山
手
し
め
ら
れ
る
に
り

r。
氏
は
ま
だ
、
私
が
唯
物
史
槻
の
目
白
式
中
に

あ
る
寸
品
川
仙
誠
形
態
』
ご
口
側
念
的
形
態
」

ご
の
極
別
を
問
題
ご
し
た
こ
ご
を
提
へ
て
、
「
こ
れ
が
博
士
の
新
た
な
る

枇
曾
組
出
革
論
の
自
殺
勅
で
ゐ
る
」

Z
断
定
し
て
居
ら
れ
る
。
し
か

L
H向
。
司
町
昇
ロ
E
o
g
v
g
m
Z
E
U
一
口
舟
目
白

E
Z
E
C甘
百
三
も
ち
ろ
ん
な
は
柄
本
氏
に
「
枇
合
の
構
成
日
並
に
縫
草

ω過
程
」

ご
い
よ
著
書
の
あ
る

」
ご
を

知
っ
て
ゐ
る
。
だ
が
、

如
何
に
氏
が
熱
心
に
苦
う
い
ふ
問
題
を
考
へ
て
ゐ
ら
れ
る
に
し
て
も
、
他
人
の
書
い
た
も

の
ま
で
が
皆
な
「
枇
曾
構
成
論
の
出
後
貼
L

や
「
一
舵
曾
縫
革
論
の
出
費
賄
」
ゃ
に
見
え

τは

困
っ
た
も
の
花
。

何
れ
に
し
て
も
、
今
度
の
論
文
の
第
一
段
で
は
、

hm本
氏
の
得
意
芭
せ
ら
る
、
方
法
論
の
方
面
か
ら
同
じ
問
題
を

'_J 



. ， 

取
扱
っ
て
お
い
た
か
ら
、

A
-度
は
幸
に

Lτ
、
文
義
的
解
稗
云
h
の
非
難

rり
は
免
れ
得
る
か
も
知
れ
な
い
。

私
は
第
二
段
に
移
ら
う
。
そ
れ
は
私
が
先
き
の
論
文
に
よ
っ
て
「
経
験
批
判
論
者
古

L
て

「
哲
事
上
の
中
間
諜

涙
」
を
形
成
」
す
る
に
歪
っ
た
ご
い
ふ
問
題
で
ゐ
る
。
私
は
生
家
、
中
間
熊
ど
か
日
和
見
主
義
正
か
い
ふ
も
の
を

府
ま
な
い
1
0

・
仁
が
、
事
賞
さ
う
い
ふ
立
場
仁
立
っ
て
ゐ
る
の
な
ら
、

何
ご
言
は
れ
て
も
致
方
が
な
い
。

ご
も
か
く
、

何
故
私
は
、

稲
本
氏
の
限
に
経
験
批
判
論
者
己
見
え
る
か
、

そ
の
理
由
を
聴
い

τ見
ゃ
う
o

氏
は
、
私
の
次
の
言

業
|
1
「
か
く
て
私
の
見

ιご
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
現
貨
の
土
豪
た
る
枇
舎
の
経
済
的
構
遣
の
研
究
は
.
同
時
仁
一
枇

合
的
意
識
形
態
り
或
る
圭
な
る
も
の
、
研
究
ピ
な
る
。
前
者
の
研
究
は
帥
ち
後
者
の
研
究
で
あ
毛
o
」
ー
ー
を
引
用

し
た
級
、
ζ

れ
に
濁
し
て
次
の
如
き
判
断
を
典
へ
て
居
ら
れ
る
。
『
上
の
如
き
が
正
仁
、
博
士
が
一
九
二
六
年
一
月
に

於
て
、
到
建
せ
ら
れ
た
る
後
展
進
化
(
?
)
の
核
心
で
あ
る
。
「
枇
合
の
経
済
的
椛
誌
は
、
経
済
的
意
識
形
態
Z
不
刊

炉

r
f
v
v
?
r
v存
在
す
る
」
o

り
だ
し
、
経
験
批
判
論
者
に
よ
れ
ば
、
「
外
界
世
界
は
人
聞
の
意
識
芭
不
可
分

に
結
合
し
て
の
み
存
在
す
る
」
か
ら
」
。

右
の
一
文
の
う
ち
、
「
枇
舎
の
経
済
的
構
遣
は
、
経
務
的
意
識
形
態

t
p干
F
r
f
v
L
fげ
ho
市
在
す
る
」
な

る
一
句
(
傍
鵬
は
原
文
の
ま
よ
は
、
引
用
符
を
附
せ
ら
れ

τ
ゐ
る
た
め
に
小
(
そ
れ
は
他
の
若
干
の
場
所
じ
お
い
て
も

同
じ
(
引
用
符
の
も
さ
に
繰
り
返
き
れ
℃
ゐ
る
)
、
そ
れ
は
私
の
文
章
か
ら
凶
引
用
句
で
あ
る
吉
、
多
(
の
読
者

封5

宮燦

互E

前

繋

叫
び
マ
ル
ク
ス
の
批
合
的
意
説
形
援
に
つ
い
て

第
二
十
四
巻

ヨI
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1首T

議

再
び
マ
ル
ク
ス
町
一
肱
官
的
思
議
形
理
に
つ
い
て

第
一
一
十
四
事
一

六

封2

1掴

~r、

は
思
は
れ
る
で
あ
ら
う
o

現
に
引
私
自
身
も
、
何
鹿
で
そ
ん
な
こ
さ
を
書
い
た
の
か
知
ら
ご
思
っ
て
、

一
路
は
沓
稿

を
調
ペ
て
見
た
が
、
な
の
軽
忽
か
ら
か
、
な
は
ま
だ
期
慌
な
句
を
(
或
は
を
れ
に
類
似
の
勾
を
も
)
私
の
文
章
の

う
ち
に
後
見
す
る
こ
ピ
が
出
来
な
い
。
少
〈
ど
も
な
は
車
問
稿
に
-
お
い
て
、

は
な
い
。
「
枇
曾
の
経
際
的
構
山
地
は
、
経
済
的
意
識
形
態
己
不
可
分
に
結
合
し
て
の
み
存
在
す
る
」
正
い
ム
命
題
吉
、

「
経
済
的
意
識
形
態
は
、
一
川
舎
の
極
済
的
柿
迩
ご
一
分
離
し
得
べ
か
ら
ぎ
る
遮
絡
を
有
つ
い
ぜ
い
ふ
命
題
ピ
が
、
同

き
う
い
ふ
e』

t
e
f
主
張
し
て
ゐ
る
の
で

一
で
な
い
ニ
ご
は
説
明
す
る
ま
で
も
ゐ
る
ま
い
V
O

例
へ
ば
、
精
利
作
用
は
物
質
己
分
断
じ
得
ぺ
か
ら
宮
る
漣
絡
を

有
つ
ご
い
ふ
こ
正
、
、
物
質
は
精
利
作
用
Z
不
可
分
に
結
合
し
て
の
み
存
在
す
る
ご
い
ム
こ
ご
、
は
、
会
(
別
々

の
命
題
で
あ
ら
う
。
そ
れ
を
古
書
換
へ
ら
れ

τは
困
る
。
密
輸
入
は
準
向
上
り
論
争
の
舞
盈
に
お
い
て
も
禁
制
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

い
づ
れ
に
し
て
も
、
私
は
、
私
の
主
張
し
て
ゐ
な
い
こ
さ
を
主
張
し
て
ゐ
る
ら
し
〈
仮
定
し

τお
い
て
、
だ
か

ら
そ
れ
は
鐙
験
批
判
論
に
、
経
験
批
判
論
だ
か
ら
そ
れ
は
間
港

r、
ご
た
に
決
め
つ
り
ら
れ
た
に
け
で
は
、
仰
せ

御
尤

r
t承
服
す
る
わ
け
に
行
か
白
め
は
勿
論
、
相
手
仁
な
っ
て
議
論
の
し
ゃ
-
フ
も
な
い
。

そ
ニ
で
第
三
段
に
移
ら
-
も
そ
れ
は
、
私
一
炉
日
和
見
主
義
者
ざ
し
て
寸
無
産
者
階
級
よ
ち
プ
ロ
レ
タ

y
ア
経
済

血
平
の
根
械
を
抹
殺
し
去
っ
た
」
古
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
故
か
?

私
は
そ
の
説
明
己
し
て
次
の
如
き
氏
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" 

の
言
葉
を
見
出
す
。

「
博
士

ω所
論
は
か
う
に
。
第
一

l
l「
経
務
的
構
迭
は
、
経
済
的
意
識
ご
不
可
分
仁
結
合
し
て
の
み
存
在
す
る

も
の
で
あ
る
」
o

放
に
、

ニ
者
の
聞
に
は
、

つ
ひ
に
何
等
の
矛
盾
も
生
す
ぺ
き
理
が
な
い
。
見
よ
f

「
資
本
」

仁
劃
す
る
博
士
の
認
識
は
、

次
の
科
度
に
止
ま
っ
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。

ζ

由
次
ぎ
一
瓦
分
は
私
自
論
文
か
ら
の
引
川
だ

か
ら
、
諸
に
は
省
略
す
る
。

1

向
上
)
0

博
士
は

「
資
本
な
る
意
識
形
態
」

、
、
、
、
、

ぞ
の
も
の
が

資
本
家
一
枇
品
目

す
な
は
も
、

の
下
に
於
ー
も

そ
の
経
務
的
梢
池
の
矛
盾
の
殺
展
の
一
定
段
階
に
於
て
は
、

必
然
に
ま
た
、

相
調
抗
し
た
形

態
ー
ー
か
引
官
倉
山
山
古

r
r…
官
ず

W
V昨
!
|
γ
ザ
位
す
る
も
の
な
る
こ
子
ぜ
認
識
せ
ら
れ
な
い
。
(
中
略
)
従
"') 

て
資
本
家
的
経
済
排
他
地
の
下
に
於

τは、
資
本
な
る
意
識
形
態
の
一
析
、
官
官
的
貯
貯
|
|
削
も
無
産
一
者
経
済
皐

ーー
l

T

Y

ク
旦
の

「
資
本
論
|
|
一
名
経
済
問
中
批
判
」
は
後
生
す
る
に
由
な
き
こ
吉
、
な
っ
て
し
ま
ふ
。

カ3

て
、
無
産
者
間
級
が
そ
の
解
放
の
た
め
に
先
づ
戦
ひ
ピ
ら
な
り
れ
ば
な
ら
刷
所
の
無
産
者
的
意
識
形
態
の
う
も

そ
の
基
本
的
形
態
化
る
無
産
者
的
な
経
済
意
識
形
態
は

町
Y
L
E
二
、
ノ
k
ソ

E
々

Jt

杭
h

寸

4
l
r
f
1
t

除
外
3
れ
て

か
ら
.
L
か
も
、

し
ま
ふ
の
で
あ
る
。

き
れ
ば
、
異
に
「
マ
W

ク
ス
一
生
の
著
作
の
主
要
眼
目
を
会
〈
埋
設
し
去
る
も
の
」

博
士
そ
の
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

『
第
二
に
|
l
防
士
は
博
士
の
右

ω見
解
主
義
付
り
る
た
め
に
、

伊
砕
を
も
っ
て
せ
ら
れ

τゐ
る
。
云
ム
「
傍
部
は
原

Jtf)
マ
ル
ク
ス
の
所
謂
「
概
念
的
形
態
」
の
文
義
的

節

税

七

前

昨今

再
び
マ
ル
ク
ス
む
祉
合
的
意
酷
形
態
に
つ
い
r

て

悌
二
十
四
巻

七

E 

t主
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被

第
二
十
四
巻

~ 

概

刊
刊
ザ
マ
ル
ク
ス
由
一
世
令
的
意
識
略
溜
に
つ
い
て

λ 

λ 

論

こ
れ
で
見
る
己
、
氏
は
、
私
を
以
て
、
意
識
の
分
裂
を
否
認
す
る
も
の
芭
刷
即
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
だ
o

き
れ
ば
-
』

そ
.
氏
は
、
私
の
先
き
の
論
文
を
以
て
、
日
和
見
主
義
者
Z
し

τの
中
間
業
探
哲
事
を
形
成
し
た
も
の
ご
さ
れ
る

の
で
も
あ
ら
う
か
。

な
は
ニ
れ
に
答
へ

τい
ふ
。
氏
は
「
経
済
的
意
識
形
態
」

。

E
、
「
経
済
串
的
意
識
形
態
」
子
伊
』
、
士
〈
混
同
し

τ

ゐ
ら
れ
る
。
ま
た
生
産
力
Z
生
産
関
係
ピ
の
調
和
が
保
た
れ
て
ゐ
る
時
代
の
統
一
的
な
(
マ
ル
ク
ス
の
言
葉
で
い

へ
ば
、
「
枇
命
的
に
安
賞
を
、
郎
ら
客
観
的
な
」
)
意
識
形
態
ピ
、
生
産
聞
係
が
生
産
力
の
胤
四
肢
の
畑
仕
扮
仁
糊
化
せ
る

時
代
に
分
裂
す
る
翻
念
形
態
己
の
本
質
的
差
異
を
、
会
〈
看
過
し

τゐ
ら
れ
る
。
私
は
次
に
そ
の
こ
ど
を
説
明
す

る
で
あ
ら
う
。

最
も
分
・
り
易
い
一
一
例
e

伊
皐
「
れ
ば
、
「
資
本
家
枇
曾
の
表
面
に
は
、
陪
労
働
者
の
勢
貨
が
、
勢
働
の
岡
間
格

Z
L
て
.

一
定
分
量
の
労
働
に
支
抑
は
れ
る
一
定
分
量
の
貨
幣

t
し
て
、
現
は
れ
る
」
o

H
い
か
ら
、
そ
の
表
面
的
な
現
象
形

践
に
廊
じ

τ、
「
柚
労
働
の
償
値
」
ご
い
ふ
や
う
な
経
済
的
意
識
形
想
が
生
中
る
。
こ
れ
は
、

7

Y
ク
ー
の
言
葉
に

よ
れ
ば
、
資
本
家
枇
曾
に
お
け
る
岡
田
色
白
岳
山
伸
一
r
F
m由
民
間
町
、
巳
ω
0
0ぷ
島
民
話
の
包
自
rmロ
『
日
目
自
で
あ
る
o
こ

れ
古
巣
h
，
一
、
か
、
る
現
象
形
態
り
根
底
に
慌
た
は
る
本
質
を
明
伊
に
す
る
こ
さ
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
る
『
勢
働

。

。

カ
の
債
値
』
な
る
概
念
は
、
経
済
問
明
的
な
窓
識
形
態
で
ゐ
る
。
真
に
他
の
例
を
皐

-rれ
ば
、
利
潤
は

4
0句
者
面
白
?

円
宮
岳
山
岳
な
意
識
形
態
で
あ
h
、
剃
品
川
俣
値
は
率
的
意
識
の
形
態
で
あ
る
。
悶
定
資
本
、
流
動
資
本
の
匝
別
以
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『
生
産
営
事
者
の
遁
例
の
意
識
』
に
存
す
る
が
、
不
鍵
資
本
、
可
護
資
本
の
匝
別
は
、
マ
庁
P

R
撃
に
お
り
名
曲
学
的

意
識
の
形
態
に
周
す
る
。

さ
う
し
て
、

か
、
る
皐
的
な
意
識
仁
よ
る
吉
、

ぞ
れ
は
勿
論
、

階
級
闘
容
が
脅
迫
的
な

姿
を
以
て
枇
曾
の
表
面
に
現
は
れ
る
や
う
に
な
っ
た
瞬
間
か
ら
・

現
存
の
生
康
閥
係
が
生
産
カ

の
後
展
に
針
す
る
椅
措
Z
な
っ
た
瞬
間
か
ら

分
裂
を
始
め
る

の
で言
あ ひ
る 換
。持ふ

?れι11" 

以
前

成
立

得
る

皐
白骨

意

識
の
限
界
仁
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
他
日
の
論
過
に
譲
る

)orが
、
炉
、
る
分
裂
は
、
決
し
て
自
然
成
長
的
な
も
の

で
は
な
い
。
意
識
の
分
裂
ご
い
ふ
こ
芭
仁
悶
は
れ
て
、

階
扱
枇
曾
で
は
V

つ
マ
も
意
識
が
階
級
的
に
分
裂
し
て
ゐ

が
白
然
に
成
長
し
、

ぞ
れ
は
犬
き
な
間
遠
で
あ
る
。
勢
働
者
階
級
に
率
的
な
意
識

そ
れ
が
自
然
に
行
産
者
階
級
の
率
的
意
識
Z
封
抗
す
る
や
う
に
な
る
の
で
は
な
い
。
楠
営
側
岩

る
も
の
、
や
う
に
早
や
飲
み
込
み
を
し
た
な
ら
ば
、

階
級
に
お

ντ
も
、
自
然
的
仁
成
長
す
る
意
識
は
、
。
込
山
口
仙
日
〈

oao--E聞
で
あ

h
、
出
口
「
問
。
耳

OEO-Z認
で
あ

る
。
事
物
の
本
質
に
で
な
〈
、
そ
の
現
象
形
態
に
自
官
官
R
Zロ
し

τ・
か
、
る
常
識
的
な
く
。

B
E
-
5
m
g
が

凋
立
し
た
生
産
附
係
を
、

人
間
が
彼
等
の
生
活
の
枇
曾
的
生
産
に
お
い
て
、
彼
等
の
意
志
か
ら

興
へ
ら
れ
た
も
の
ご
し
て
受
取
る
さ
同
様
仁
、
即
興
心
レ
い
い
た
い
b
v
f
し
て
ず
町
る
(
巴
中

必
然
的
仁
殺
生
す
る
の
で
あ
る
。

号
れ
は
、

間
各
自
す
る
)
の
で
あ
る

ozう
し
て
そ
れ
を
私
は
経
済
的
意
識
形
態
ご
い
ふ
の
で
あ
り
、
且
つ
斯
か
る

S
Z
Z
2・

R
Z
E
w
r
J
1
0
E
E
-
5
m
g
な
ら
ば
、
階
級
別
の
如
何
を
問
は
ぎ
る
は
勿
論
、
老
人
で
も
子
供
で
も
、
男
子
で
も

女
子
で
も
、
荷
(
も
一
定
の
生
産
関
係
の
も

ε
に
生
活
す
る
以
上
、
皆
な
一
様
に
よ
れ
を
有
つ
の
で
あ
今
、
毛
れ
が

節

税

九

論

謂

再
刊
ザ
マ
ル
ク
ス
の
枇
脅
的
意
識
形
閣
に
つ
い
て

第
二
十
四
巻

九
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，̂ 

る
己
こ
ろ
の
科
皐
の
任
務
で
あ
b
、

マ
b
y
P
3

の
経
済
率
批
判
は
郎
も
そ
の
こ
ご
を
仕
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

~ 
う

論

司E

刊
び
マ
ル
ク
ス
の
枇
曾
的
宮
融
形
趨
に
つ
い
て

第
二
十
問
答

四
O 

第

蹴

四
O 

卸
も
マ

F
F
Z
の
諦
ふ
正
一
」
ろ
の
、
「
枇
舎
の
経
梼
的
構
造
に
自
立
有
R
Z
S
す
る
ピ
こ
ろ
の
『
岳
民
昌
自
R
問
白
色
z

ω円
}MR河口
nFo
凶
作
者
ロ

E
z
a
E
P
B
B
ま
た
は

間宮町内口
ω
ロ
}
冨
沖
町
内
『
問
c-民間
P

回
目

B
o
z
o宮
町
内

。OL
E
r何回同町時目。ロ

に
外
な
ら
ぬ
、

ぜ
い
ふ
の
で
あ
る
o

か
、
る
経
済
的
意
識
形
態
|
|
こ
れ
ら
の
〈
O
E
z
-
-
E
m
gー
ー
を
出
荷
ユ
伊

に
〈
O
H
R
F
s
g
す
る
こ
ど
は
、

吾
等
の
日
品
川
生
活
の
仕
事
で
は
な
〈
、

そ
れ
は
意
識
叫
に
意
識
白
髄
を
整
理
す

し
て
、
勢
働
者
が
か
、
る
科
率
的
理
論
の
影
響
に
よ
っ
て
、
「
商
品
生
産
の
関
係
内
に
囚
は
れ
て
ゐ
る
者
」
た
る
こ

さ
を
止
め
る
な
ら
ば
.
そ
の
瞬
間
か
ら
、
彼
は
彼
れ
の
品
川
識
を
準
的
意
識
に
民
主
換
へ
る
の
で
あ
る
が
、

L
か
L

、

、

、

、

.

、

、

.

、

‘

‘

.

そ
れ
は
、
賃
労
働
者
己

Lτ
の
資
格
に
お
い
て
で
は
な
〈
、
一
例
の
科
事
者
ご
し
て
の
資
格
に
お
げ
で
す
る
の
で

あ
る
。
彼
は
期
(
す
る
こ
ど
に
お
い
て
、
有
産
品
柑
ご
そ
の
率
的
意
識
を
異
に
し
得
る
の
で
あ
り
、

是
こ
に
マ
ル

P

ー
の
謂
ゆ
る
庄
内
O
F四日
Mnro
司

2
E
E
の
分
裂
が
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。

言
ふ
ま
で
も
な
(
、

か
、
る
撃
的
意
識
は
、
本
所
孔
的
仁
、

OH丘ロ肺門。

〈
2m件。己ロロ問

吉
田
英
る
。

き
う
し
て
そ
れ

を
区
別
す
る
ご
こ
ろ
に
、

7

U

F

ク
ス
の
別
立
深
き
術
認
の
使
ひ
H

げ
り
が
ゐ
る
。
花
は
先
き
に
新
か
る
率
的
意
識
の

分
裂
は
、
階
級
闘
守
が
枇
曾
の
表
面
仁
脅
迫
的
な
姿
を
以
て
現
は
る
る
に
至
っ
て
か
ら
|
|
す
な
は
も
生
産
開
係

が
生
産
カ
の
俊
民
形
式
か
ら
そ
の
経
措
に
開
化
す
る
に
至
っ
て
か
ら
!
|
絞
り
・
』
ご
で
あ
る
こ
ご
を
逃
べ
た
が
、

き
う
な
れ
ば
、
一
位
曾
は
す
で
に
一
位
曾
的
革
命
の
時
代
に
入
っ
た
の
で
め
る
。
刷
工
止
符
含
ロ
ロ
仏
日
開
唱
。
-
n
r
o
g
E
-
2

ハ



'. 

同

20-z由
。
ロ
ご

7
y
p
λ

が
い
ふ
の
が
其
れ

r。
き
う
し
℃
、

マ
戸
ク
ユ
が
直
「
そ
れ
に
引
き
締
い
て
遮
ぺ

τゐ

る
言
葉
は
、

資
仁
次
の
如
き
も
の
に
。
「
炉
、
る
製
革
の
制
察
に
蛍
つ
て
は
、
吾
々
は
常
に
、
自
然
科
率
的
に
忠
質

に
硲
定
せ
ら
る
べ
き
、

経
済
的
生
産
保
件
の
上
に
起
る
物
川
一
的
な
援
草
ご
、

‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、

.. 

、

人
間
だ
』
の
矛
盾
を
意
同
す
る
に
至

vm品川ノ
f
r
r
v酔
せ
ん
ハ
」
十
る
正
ご
わ
り
川
り

か
の
法
伴
的
.
政
治
的
、

宗
数
的
、

盛
一
術
的
、

ま
た
は
哲
準
的
、

簡
単
に
V

へ
ば
、

脚
小

owr背
貯
貯

(
5
8
F岡山
ω
n
F
O
司

0
5
2
ご
fv-鼠
別
し
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

何
故
ヨ
』
、

に
T

片
ク
ユ
が
特
に
言
葉
を
一
見
へ
て
、
公
式
の
胃
副
仁
あ
る
出

2
5拝
見
向
日
目
白
日
目
な
る
語
を
周
ひ
す
し
て
、
特

に
位
。
o
z
m
u
o
F
O

明
日
自
由

吉
言
っ
て
ゐ
る
か
ご
い
へ
ば
、

ぞ
れ
は
、
滋
に
問
題
だ
な
る
意
識
形
態
は
、
多
か
れ

少
か
れ
率
的
な
意
識
形
態
に
属
す
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
は
も
綱
本
氏
の
謂
仰
る
「
無
席
者
的
な
経
済
意
識
形
態
」

(
賞
は
無
産
者
的
な
経
済
酔
的
意
識
形
態
)
は
、
取

h
も
直
吉
守
、
蕊
に
マ

y
p
旦
の
い
ふ
「
概
念
的
な
詩
形
態
」

の
う
ち
に
周
す
る
の
で
あ
る
。
分
裂
す
る
の
は
其
れ

ro
分
裂
す
る
の
は
、
経
済
酔
的
意
識
で
、
経
際
的
意
識

ー
ー
す
な
は
も
常
識
ー
ー
で
は
な
い
。
現
仁
見
ょ
、
我
閥
目
下
の
情
勢
に
お
い
て
も
、
常
識
に
囚
は
れ
つ
、
あ
る

一
切
の
人
々
は
、
た
ご
ひ
無
産
者
階
級
に
属
す
る
も
の
Z
い
へ
ど
も
、
省
な
有
産
者
的
概
念
形
態
を
固
執
し
て
敢

て
動
か
ぬ
で
は
な
い
か
。

分
裂
す
る
の
は
経
済
皐
的
意
識
形
態
(
す
な
は
九
百
円
一
昨
日

2
-
2
8
0自
可
ま
た
は
自
O
B
-
-己
-
o
ω
0
1弓
の
領

域
仁
お
り
る
政
治
的
ま
た
は
哲
率
的
な
翻
念
形
態
)
で
あ
っ

τ、
話
識
ピ
し
て
の
経
済
的
意
識
形
態
で
は
な
い
。

vh

前

骸

刊
び
マ
ル
ク
ス

D
魁
骨
的
庫
融
形
砲
に
つ
い
て

第
二
十
四
巻

四

第

暁

四

「



市

叢

再
び
マ
ル
ク
ス
の
枇
骨
的
意
識
形
趨
に
つ
い
て

第
二
十
四
巻

四

第

焼

四

か
ら
、

7

b

F

ク
ー
は
、
意
識
の
分
裂
を
説
〈
例
所
で
は
、
注
意
深
く
も
、
特
に
ニ
の
経
済
的
意
識
形
態
を
除
外

L

て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
。
す
な
は
も
「
法
律
的
、
政
治
的
、
宗
教
的
、
義
術
的
、
ま
た
は
哲
率
的
」
E
列
曲
帯
す
る
に
嘗

h
、
特
に
『
経
済
的
」
を
股
し
て
ゐ
る
の
は
、

き
う
し
な
〈
て
は
な
ら
向
理
由
が
あ
っ
て
の
こ

Z
で
ゐ
る
。

-'-・
3

、

今
sト
み
川
N

た
だ
漠
然
Z
階
級
融
合
で
は
嘗
然
に
意
識
が
分
裂
す
る
も
の
、
如
〈
考
へ
、
従
っ
て
経
済
的
意
識
さ
鑑

揖
加
率
的
意
識
Z
の
匝
別
事
へ
も
排
別
せ
ぎ
る
者
に
ご
っ
て
は
、
こ
の
T

F

ク
ス
の
注
意
深
き
表
現
が
、
逆
に
、
彼

れ
の
文
章
の
不
備
ご
し
て
映
巴
得
る
で
も
ゐ
ら
う
。
現
に
繭
本
氏
は
い
ふ

1
1

「
こ
、
に
血
中
げ
ら
れ
た
る
諸
の
意
識
形
態
は
、
単
に
例
示
的
に
示
さ
れ
た
る
も
の
芭
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
岬
世

っ
て
、
経
済
的
意
識
形
態
を
以
て
特
に
敢
て
除
外
せ
ら
れ

τゐ
る
も
の
Z
解
す
べ
き
で
は
な
い
ご
思
ふ
。
精
密
に

経
済
的
意
識
形
態
は
必
す
や
滋
に
掲
げ
ら
る
べ
き
-
も
の
で
ゐ
っ
て
、

は

、

:

ク
A

の
不
備
さ
い
は
る
ぺ
き
げ
い
ご
考
へ
る
o

云
ム
(
閤
貼
は
新
た
に
私
の
附
し
た
も
の
)

い
ふ
な
ら
ば
、

こ
れ
を
掲
げ
て
ゐ
な
ヤ
の

こ
、
仁
.
「
純
鰹
憐
渇
税
』
な
る
も
の
を
抽
象
す
る
こ
ご
に
よ
っ

τ之
を
『
下
層
建
築
」
ご
な

t
、
「
隣
家
過
程
」

を
「
土
居
建
築
ぞ
の
一
」
ご
な
し
、
夏
に
「
世
識
過
北
町
」
な
る
も
の
を
抽
象
し
て
「
上
屠
建
築
そ
の
こ
』
ご
な
し

っ
、
ゐ
る
、

繭
本
氏
の
抽
象
的
締
罰
旺
法
の
理
解
の
限
界
が
端
的
に
暴
露
宮
れ
て
ゐ
る
。

五
回
々
に
は
滋
で
、

綱
本
氏
が
、
窮
鼠
の
猫
を
か
む
が
如
〈
、
窮
品
開
マ
L
F

ク
ス
に
か
み
つ
〈
こ
ど
を
除
儀
な
〈
苫

れ
て
ゐ
る
を
見
る
。
に
が
、

か
、
る
勇
敢
き
に
は
、
敬
服
で
き
か
ね
る
。
何
故
ピ
レ
ふ
に
、

マ
戸
ク
ス
の
文
章

『唯物史翻と'i・問蹴史概.n156， 160頁0) 



" 

ロ
KHH昨日日目

E
a〈山内古巳
-mp

ωOロ且
Oロ
J
W
F門
間

Eo--Rr民出向。
rzAFJhqHY
ロー

乞f

日
耳
目
円
白
巳

nHHH
品ロロ

Hr
白山内

は
、
氏
の
想
像
さ
れ
る
知
〈
、
左
様
に
ム
し
だ
ら
な
も
の
で
は
な
い
。

T

Y

ク
ス
が
如
何
に
些
一
末
な
世
相
に
至
る
ま

で
掛
軸
附
に
注
意
し
た
炉
は
、
吾
々
が
「
経
憐
皐
批
判
」
芭
、
「
資
本
論
」
第
一
版
吉
、
同
じ
〈
第
二
版

F
T比
較
す

る
の
勢
を
取
る
だ
り
で
も
、
疑
ム
ペ
か
ら
F
る
程
度
に
詮
明
さ
れ
得
る
。
例
へ
ば
与
寄
与
耳
目
S
R
z
r
r
m
〉円

耳
目
門
を

ω
-
F
5
p
r
H
B
E
R
E
-
n
r
n
〉
号

op
ピ
改
め
て
ゐ
る
が
如
き
は
、
僅
に
一
字
の
こ
ど
で
あ
る
。
な
ほ
資
本
論

第
一
版
吉
第
L
版
E
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
私
は
曲
目
て
本
誌
で
そ
の
一
斑
を
越
べ
た
が
、

そ
の
折
も
指
摘
し
て
お

ぃ
h
仏
や
p

フ
に
、

マ
市

y
p
ス
は
第
二
版
の
印
刷
を
絡
へ
た
後
に
も
、
更
に
本
文
の
字
句
を
若
干
訂
正
[
、

そ
の
訂
正

表
を
第
二
版
の
附
録
ご
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

古
う
し

τ、
そ
の
な
か
に
は
、
賞
に
次
の
や
う
な
も
の
が
あ
る
υ

白
血
肉

ω
1
z
-
凶

W
H
Y
M凶

AH・
N

ロぐ
Oロ

OF自
民

E

E

ロ

q

王
子
町
n】

M
o
d
-
o耳
r
a
P
2
4
V
R
O
目
白
内
与
日

〉
叶

Fn一官
NO宵

m
O
B
E
E
F
内出。

ω山
内
山
目
。
【
ロ

NmrMmpM
司
μ
ロ
品
。
自

HV円。内田口
noロ
件
。
ロ
門
rhwg仰の『一円。『

ro件。一件、
切

O
D
Z
m
ロ】

内
山
口
百
「
品

H
m
m
a
m
-
-
R
F
弘
正
n
Y
E
H
F円日

]ιE品
E
r
E
E
H
O
H
V
a
m
n
z
o
〉
吾
作
目

ENO{円・

比
の
如
〈
訂
正
さ
れ
た
本
文
の
元
ご
の
形
は
何
う
で
あ
っ
た
か
古
い
ふ
に
、

そ
れ
は
衣
の
如
〈
で
ゐ
品
。

ロ
2

4一
注
目

ro
当
日
岳
民
ロ
内
二
Z
R
O
宮

ω
r
q
巳
n

Z

Z岳
山

Z
S
E
-
E
E
-
-
g
w
加
。
ロ
品
。
同
口
且
C
『

nF

日
『
司
ロ
問

E
m
-
-
R
E
E
W
H
M
g
t司
E
F
t
a
z目
自

F
m
H
r・口一
n宮
内
凶
ロ

R
F
品
目
。
〉
号
。
山
首

N向日
F
島
0

・
・
・
.

す
な
は
も
原
文
に
は
「
一
の
商
品

ω現
賓
の
痕
備
は
、

そ
の
例
別
的
慣
値
に
よ
っ
て
で
な
〈
、

そ
の
祉
曾
的
煩

前

叢

同
世
マ
ル
ク
ス
の
枇
脅
的
意
識
形
態
に
つ
い
て

第
二
十
四
巻

四

封1

親

四



， ， 

で
め
る
( 

白-
Fキ

)
、
す
な
は
も
茸
一
れ
は

の
努
働
時
間
に
よ
っ
て
測
ら
れ
る

(言

a
m
g
g
g
)
一
再
々
』

前

最

再
び
マ
ル
ク
ス
の
枇
骨
的
意
龍
形
態
に
つ
い
て

第
二
十
四
巻

四
回

第

腕

四
四

低
に
よ
っ
て
、
す
な
は
も

の
勢
働
時
間
に
よ
っ
て
、
規
定
さ
れ
る

(
E
r
g
E日
目
同

ιロ
R
r

)
云
々
」

Z

あ
っ
た
り
が
、
改
め
ら
れ
て
、
『
一
の
商
品
の
現
質
の
償
備
は
・

そ
の
仰
別
的
須
佐
で
は
な
〈
、
そ
の
批
曾
的
樹
倣

ご
さ
れ

τゐ
る
の
で
め
る
。
軽
卒
に
読
過
す
る
も
の
仁
は
、
い
と
こ
が
改
め
ら
れ
た
か
、
気
に
も
附
か
岡
山
で
あ
ら

F
守
ノ
。

こ
れ
ら
僅
か
の
例
示
に
よ
っ
て
も
、

マ
ル
ク
見
が
如
何
に
排
僻
の
上
に
細
心
の
注
意
を
榔
っ
た
か
が
分
か
る
で

あ
ら
う
。

E
ご
ろ
で
今
五
口
々
が
問
題
ご
し
て
ゐ
る
の
は
、
唯
物
史
観
の
公
式
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

T

F

F

子
自
身

の
言
葉
に
よ
る
ご
、
彼
が
経
済
皐
研
先
の
結
果
得
た
ご
こ
ろ
の
一
般
的
結
論
で
あ
り
、
す
で
仁
之
を
得
た
後
は
、

彼
れ
の
研
究

ω導
き
の
線
ご
な
っ
た
も
の
を
、
簡
回
早
仁
公
式
化
し
た
も
の
で
ゐ
る
o

私
は
敢

τ
マ片

P
1
・f
肺
ピ

し
ゃ
う
ご
す
る
の
で
は
な
V
が、

か
、
る
一
般
結
論
の
E

公
式
化
に
不
備
が
あ
る
ピ
レ
ふ
推
断
に
は
、
容
易
に
服
す

る
こ
さ
が
出
来
な
い
。
最
も
重
要
な
る
経
済
的
意
識
形
態
が
、

つ
い
不
注
意
に
取
り
落
き
れ
た
ご
い
ふ
が
如
き

は
考
ふ
べ
か
ら

F
る
ニ
ご
で
あ
る
o

現
に
稲
本
氏
は
・
私
が
、

7

F

ク
Z

の
調
ゆ
る
御
念
形
態
の
中
に
は
経
済
的

--ー{、hー

意
識
形
態
が
合
ま
れ
て
ゐ
な
い
ご
い
ふ
設
を
唱
へ
た
-
』
己
に
針
し
、
「
無
産
者
階
級
が
そ
の
解
放
の
た
め
に
先
づ
職

ひ
E
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
所
の
無
産
者
的
意
識
形
態
の
う
も
か
ら
、
し
か
も
、

そ
の
来
本
的
形
態
た
る
無
車
問
者
的

な
経
済
意
識
形
態
は
、
博
士
に
ゐ
り
て
は
、
除
外
さ
れ
て
し
ま
ふ
の
で
ゐ
品
。

き
れ
ば
、
「
菓
仁
マ
戸

F
A
一
生
の

t手



著
作
の
主
要
眼
目
を
会
〈
埋
設
し
去
る
も
の
」
=
は
、
博
士
モ
の
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
泊
』
さ
非
難
し

τ居
ら
れ

る
。
す
な
は
も
氏
に
ご
っ
て
も
・
経
済
的
意
識
形
態
は
そ
れ
ほ
左
太
切
な
「
基
本
的
形
態
』
で
ゐ
る
。
し
か
も
、

マ
ル
ク
ス
自
身
が
彼
れ
の
経
済
同
中
川
引
先
内
一
般
的
結
論
を
一
公
式
化
せ
る
際
仁
は
、
|
|
氏
の
見
解
に
よ
る
さ
|
|

論

叢

一
件
び
マ
ル
ク
ス
白
枇
品
目
的
意
識
形
態
に
ワ
い
て

部
二
十
四
巻

凹
ヨ1

郡

斑

四
五

文
章
の
不
怖
か
ら
氏
の
「
基
本
的
形
態
」
を
取
り
落
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
は
、

マ
戸
グ
ス
白
身
が
「
奥

仁
彼
れ
一
生
の
若
作
の
主
要
眼
円
を
会
〈
川
崎
設
し
去
る
も
の
」
ご
な
り
は
せ
向
か
?

な
の
信
稿
に
封
す
る
栃
木
氏
の
非
搬
の
第
二
段
は
、
氏
の
言
葉
に
よ
る
吉
、
「
資
本
論
の
構
成
、
範
岡
に
闘
す
る

私
見
(
綱
本
氏
の
見
解
)

こ
の
知
に
閲
す
る
河
上
山
り
論
越
は
、
「
結
局
、
ま
-
】
ご
に

虚
構
ご
諜
謬
の
混
治
以
外
の
何
物
で
も
な
い
」
ご
い
ふ
こ

z
r。
き
う
し
て
此
の
第
二
段
内
問
題
は
、
併
に
遡
ぺ

の
駁
幣
』
に
閲
す
る
も
の
で
、

た
や
う
に
、
氏
の
若
作
「
経
掛
問
中
批
判
の
方
法
論
』
巾
「
資
本
論
の
構
成
並
に
範
闘
に
つ
い
て
河
上
川
士
に
答
ム
」

な
る
章
下
仁
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
が
、
ぞ
れ
を
通
読
し
て
見
る
ご
、
大
憾
は
第
一
論
文
に
お
り
る
ご
同
じ
こ
芭
が
再

ぴ
繰
り
返
さ
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
た
だ
相
ι
返
す
る
則
は
、
私
が
葎
稿
に
お
い

τ事
の
序
仁
氏
の
諦
ゆ
る
一
枇
曾

構
成
の
遇
税
別
に
言
及
し
た
る
に
封
し
、
若
干
の
時
間
明
を
さ
れ
て
居
る
部
分
に
止
圭
る
。

H
M
初
私
は
そ
れ
に
も
論

及
す
る
つ
も
h
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
議
定
の
紙
数
を
超
池
し
だ
か
ら
、

-
』
れ
が
批
評
は
し
ば
ら
〈
該
に
合
〈
ご

し
ゃ
う
。
私
は
他
日
を
期
し
て
、
こ
の
部
品
川
じ
お
け
る
氏
の
訴
訟
を
も
詳
細
に
指
摘
す
る
さ
同
時
に
、
何
が
放
に
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li~旨

議

第
二
十
四
巻

第
-
椋

~q 
r、

円
び
マ
ル
ク
ス
の
枇
合
的
意
調
形
閣
に
つ
い
て

聞
大

斯
か
る
設
謬
が
成
立
し
得
た
か
を
説
明
す
芯
で
ゐ
ら
う
。

因
に
い
ふ
、

私
が
本
文
に
述
べ
た
意
見
は
、

一
一
剛
年
来
、
或
は
例
人
的
の
封
話
に
お
い

τ、
或
は
研
究
的
な
合

令
に
お
い
て
、

L
ば

J
¥他
人
の
批
評
を
求
時
来
つ
牝
も
の
で
あ
る
が
、
未
口
曾
て
十
分
な
る
賛
成
を
待
な

い
。
し
か
の
み
な
ら
守
、

か
、
る
意
見
は
何
人

ω著
作
か
ら
の
示
唆
仁
基
づ

ν
た
も
の
で
も
な
(
、
会
〈
資
本

論
自
憾
の
う
ち
か
ら
私
自
身
の
考
へ
出
し
た
も
の
な
の
で
、
最
初
は
も
ち
ろ
ん
他
人
の
批
判
を
受
り
る
積
り
で

之
九
官
会
に
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

た
ガ
経
験
批
判
論
で
ゐ
る
ぜ
か
、
中
間
議
派
で
あ
る
ご
か
い
ふ
名
稀
を

附
せ
ら
れ
た
に
り
で
は
、
何
が
放
に
そ
れ
が
説
謬
で
あ
る
か
を
知
る
一
』
己
が
出
来
な
い
。
そ
れ
は
相
手
が
い
〈

た
に
そ
れ
・
に
け
で
は
、
ぞ
れ
が
間
違
で
な
か
ら
う
ご
信
守

ら
自
分
の
見
地
を
唯
物
錦
訟
法
的
に
さ
蹴

Lτ
も、

か
く
て
私
は
.
未
亡
自
説
ef
非
な
り
芭
す
る
仁
至
ら
fc
る
の
み
な
ら
や
，
、
む
し

ろ
、
盆
I
自
身
り
確
信
を
強
め
る
の
み
で
あ
る
。
私
は
昨
年
E
月
に
前
記
の
奮
縞
を
公
仁
し
化
品
位
、

ら
れ
ぬ
の
Z
、
同
じ
で
あ
色
。

ヨ

W

V
品

の
「
マ
戸
キ
ジ
ズ
ム
ご
哲
鼎
』
を
読
む
の
機
舎
を
得
た
が
、

そ
の
う
ち
に
計
ら
争
も
自
分
の
考
古
同
じ
考
の
記

通
苫
れ
あ
る
ニ
子
炉
』
見
て
、
頗
る
愉
快
に
戚
じ
た
。
彼
は
い
ム
「
マ

W

グ
ス
、

z
y
グ
U

F

Z

の
〉
ロ
司
自

E
口
問
に

正
に
こ
れ
ら
資
本
家
枇
曾
の
経
済
的
基
本
概
念
が
、
彼
等
じ
よ
っ
て
決
し
て

E
g
u
m目
。
古
都
さ
れ
て
ゐ
な
い
こ
、
乙
で
あ
る
い
』
0

「
マ
作
キ
V

ズ
ム
の
錦
鐙
法
的
唯
物
的
批
品
目
批
制
の
最
も
重
要

か
の
経
済
事
批
判
が
、
資
本
家
的
時
代
の
物
質
的
生
産
関
係
の

t
・03
非
砕
削
仁
特
徴
的
な
も
の
は
、

な
る
理
論
的
な
ら
ぴ
仁
一
貫
践
的
構
成
分
党
晶
、

Korsch， M，注目ismusund Philosophie， S. 56. (塚本氏謀本， 131百)

なほ Ko阻止1 r7..J Kcrnpun}.;t Iこも同じ宮且が遮ぺられで b る cw世令科串~ -1' 

一月賞行『唯物史観附究』慌における本多芳郎氏の課文参問。)

10) 



， ， 

批
判
た
る
ご
会
〈
同
様
に
、
ま
た
斯
か
る
時
代
の
一
定
の
副
曾
的
意
識
形
態
の
批
判
で
あ
る
こ
之
は
、

般

承
認
さ
れ
た
事
質
で
あ
る
』
。

ヨ
w
y
v

ュ
が
同
じ
意
見
を
越
べ
て
ゐ
る
古
い
ふ
こ
Z
が
、
私
の
議
論
の
正
し
い

例
の
典
擦
に
な
る
わ
り
で
も
な
い
が
、
何
人
山
ら
も
賛
成
を
得
な
い
時
に
、

一
人
で
も
斯
か
る
同
論
者
を
後
見

す
る
こ
Z
は
、
私
の
悦
び
ご
す
る
ご
こ
ろ
で
め
る
o

言
こ
ろ
で
此
の
書
の
邦
誇
者
は
、
そ
の
持
出
が
「
経
験
批

判
論
者
等
」
の
『
俗
論
を
克
服
す
る
に
少
し
で
も
役
立
つ
な
ら
ば
、
誇
渚
の
設
は
足
ι
り
る
」
ご
い
ふ
-
』
正
を
・

そ
の
序
言
に
誌
し
て
居
ら
れ
る
o

し
か
も
そ
の
ヨ
W

V

ュ
ご
ほ
ぼ
同
じ
こ
ご
を
明
へ
た
私
は
、
少
〈
古
も
一
一
刊
本

氏
か
ら
見
れ
ば
、

こ
れ
仁
よ
っ
て
愈
E
経
験
批
判
論
者
柁
る
立
場
を
固
め
た
こ
ぜ
に
な
る
。
こ
れ
は
何
う
い
ふ

評
な
の
で
あ
ら
『
?

論

叢

再
び
マ
ル
ク
ス
の
佐
官
的
意
識
形
態
に
つ
い
て

第
二
十
四
巻

首5

車理

~g 

ヒ

四
七

同上， S. 59. (塚本氏稗木， 137頁)11) 


